




学校法人 岩永学園　こころ医療福祉専門学校
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1-01
最も適切な文章となるよう、1～ 3を並べなさい。

1.

2.

3.

1-02

シーツ交換の折にマットの向き交換を頼まれるかもしれませんので、ご対応を
よろしくお願いします。

そこで、反対側と向きを交換することはできます、と伝えてあります。

Ｙ氏が、ベッドマットのいつも座る部分がへたっていて、低くなっているのを
気にしておられます。

02

9 月 4日の皮膚科と眼科は 9時に出発し、12時に帰所する予定です。

往復の支援をされる方へお伝えしておきたいのですが、移動は福祉タクシース
マイルで行います。

施設の玄関から病院の玄関への往復の支援をお願いします。

最も適切な文章となるよう、1～ 3を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P39

P39

1.

2.

3.
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1-03
最も適切な文章となるよう、1～ 3を並べなさい。

1-04

また、ポータブルトイレのバケツ下も、尿を破棄するときに綺麗にふいて、掃除
をしてください。

服薬コップは、毎週 1回日曜日にハイター消毒してください。

美化委員会で決定したことをお知らせします。

他の入居者のお菓子を置いてあるところに置きます。

Ｔ氏のご家族より、お菓子を預かりました。

ご確認ください。

最も適切な文章となるよう、1～ 3を並べなさい。

P39

P39

03

1.

2.

3.

1.

2.

3.



1-05
最も適切な文章となるよう、1～ 3を並べなさい。

1-06

04

最も適切な文章となるよう、1～ 3を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P40

P40

1.

2.

3.

Ｄ様が、9月 21日に散髪を希望されています。

ご家族より代金を預かっています。

代金の保管場所は、事務所です。

新しいものが届いたら、6階に返却をお願いします。

ボックスティッシュがありませんでした。

そのため、5個入りのパックを 6階から借りました。

1.

2.

3.



LEVEL1

1-07
最も適切な文章となるよう、1 ～ 3 を並べなさい。

1-08
最も適切な文章となるよう、1 ～ 3 を並べなさい。

P40

P40

05

そのため、ご家族に連絡を取りました。

トランスファーの際に、現在の車椅子が難しいと声が上がっています。

跳ね上げ式に変更可能か、問い合わせ中です。

ご家族は、「ぜひお願いします」とのことです。

あとでスタッフにお金を渡しますとおっしゃっていました。

外出レクリエーションを希望されている旨をご家族に話しました。

1.

2.

3.

1.

2.

3.



1-09
最も適切な文章となるよう、1～ 3を並べなさい。

1-10

06

最も適切な文章となるよう、1～ 3を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P41

P41

1.

2.

3.

配膳後でいいので、食事を摂取する直前に提供をお願いします。

毎食直前薬があります。

Ｎ氏についての共有事項です。

9月 23日にシーツ交換が終わっています。

届き次第、交換をお願いいたします。

ただし、A氏とＢ氏の枕カバーは在庫がなかったため、交換できていません。

1.

2.

3.
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1-11
最も適切な文章となるよう、1～ 3を並べなさい。

1-12
最も適切な文章となるよう、1～ 3を並べなさい。

P41

P41

07

10 月 8日に天気と本氏の体調がよければ、一時帰宅をするそうです。

本日、Ｆ氏のご家族が面会に来られました。

この件は、ナースには報告済みです。

いかがでしょうか？

Ｋ氏は現在車椅子を使用していません。

必要でなければ返却してもよいかと思います。

1.

2.

3.

1.

2.

3.



1-13
最も適切な文章となるよう、1～ 3を並べなさい。

1-14

08

最も適切な文章となるよう、1～ 3を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P42

P42

1.

2.

3.

ご家族に報告し、すえながデンタルクリニックに依頼してほしいと言われてい
ます。

ナースと事務所には報告済みです。

Ｙ氏より、義歯の前歯が取れたみたいと報告がありました。

最近、風邪のご入居者樣が増えています。

加えて、水分摂取を心がけてください。

対策として、空調、衣服による温度調整をしてください。

1.

2.

3.
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1-15
最も適切な文章となるよう、1～ 3を並べなさい。

P42

09

午後の最後の順番だと拒否をする可能性が高いです。

Ｓ氏の入浴についてです。

そのため、午前中か、午後の一番に入浴するようにしてください。

1.

2.

3.



2-01
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

1.

2.

3.

4.

2-02

心配した夫に連れられて受診すると、アルツハイマー型認知症（dementia of 
the Alzheimer’s type）と診断された。

Ｃさん（87歳、女性）は、「財布がなくなった、誰かに盗られた」と訴えるように
なった。

その後、認知症（dementia）の進行に伴って夫の介護負担が増えたので、通所介
護（デイサービス）を利用することになった。

夫が盗られていないことを説明しても受け入れなかった。

10

Ｋさんは重度の運動性失語症（motoraphasia）であった。

そのため、自分から話すことはなかった。

Ｋさん（75歳、女性）は脳 塞（cerebral infarction）を発症して、1か月間入
院した後、介護老人保健施設に入所した。

ところが入所して 2か月ほど過ぎた頃、Ｋさんは、少しずつ言葉が話せるよう
になった。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P43

P43

1.

2.

3.

4.



2-03
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

2-04

Aさんは最近、衰弱が進んで水も飲めなくなり、「もう、逝ってもいいんだけど
ね」とつぶやくことが増えた。

Ａさん（97 歳、女性）は、介護老人福祉施設に入所している。

ある日、夜勤の介護福祉職がＡさんの様子を確認しようとベッドに近づくと、
Ａさんは目を開けた。

そして、「お迎えはまだかしらね」と穏やかな顔で言った。

Ｈさんは看護師として長年勤め、退職時は看護部長であった。

特に日中の入浴に関しては、拒否が強い。

「私は仕事があるから、夜に一人でお風呂に入りたい」という訴えが続いてい
る。

そんなHさんは日頃から、介護福祉職に苦情を言い、周りの利用者とのトラブ
ルも絶えない。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

P43

P43
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2-05
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

1.

2.

3.

4.

2-06

Ｍさん（89歳、女性）は、加齢に伴う両下肢の筋力低下がある。

ベッドから車いすへの移乗は一部介助が必要である。

しかし、車いすは自分で操作できる。

そのため立位保持ができなくて、日中ベッドで臥床して過ごすことが多い。

12

強いかゆみを訴えており、手指間には灰白色の線が見られる。

数日前から妻が体調を崩しているため、短期入所生活介護（ショートステイ）
を利用することになった。

利用初日に、介護福祉職が身体の確認をするために着替えを行ったところ、Ｌ
さんの腋窩と腹部に赤い丘疹が見られ、一部に小水疱を伴っていた。

Ｌさん（84歳、男性、要介護 4）は、自宅で妻と暮らしている。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P44

P44

1.

2.

3.

4.



2-07
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

2-08

最近、様々な考えがつながりもなく浮かんで多弁になる躁状態になった。

そのため、入退院を何度も繰り返してきた。

そして、訪問介護（ホームヘルプサービス）に来たＨ介護福祉職にも次々に話し
かけてきた。

Ｇさん（70歳、男性）は、双極性感情障害（bipolar affective disorder）があ
る。

Ｈさん（90歳、男性）は、介護老人福祉施設に入所中である。

Hさんは普段、呼吸困難はない。

そこで、介護福祉士は医師の指示どおりに痰の吸引を行うことにした。

ある日、Ｈさんがベッドに臥床しているときに、痰が口腔内にたまってきた。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

P44

P44
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2-09
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

1.

2.

3.

4.

2-10

Ｋさん（72歳、女性）は、アルツハイマー型認知症（dementia of the
Alzheimer’s type）である。

誰なのか分からないので、不安そうな様子であった。

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）で暮らしているが、いつも「夫に
迷惑をかけて申し訳ない」と言っている。

ある日、面会に来た夫に対して、Ｋさんは「いつもお世話様です」と挨拶した。

14

Ｊさんは朝食を済ませていたが、また朝食の準備を始めた。

すると、Ｊさんは「まだです。今起きたばかりです」と答えた。

Ｊさん（82歳、女性）は、認知症対応型共同生活介護（グループホーム）で暮ら
している。

それを見た他の利用者が「さっき食べたでしょう」と言った。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P45

P45

1.

2.

3.

4.



2-11
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

2-12

こうした状態のＢさんは日中はポータブルトイレ、夜間は紙おむつを使用して
いる。

Ｂさん（86歳、女性）は、介護老人福祉施設で生活している。

脳 塞（cerebral infarction）の後遺症で左片麻痺があり、最近は筋力の低下
が目立っている。

Ｂさんの使用しているポータブルトイレは木製の背もたれと肘かけがついて
いるタイプである。

日常会話で使用する単語は理解できるが、うまくコミュニケーションをとれな
いことが多い。

しかし、Ｌさんは話の内容が分からない様子である。

ある日の夜、介護福祉職が「あしたは晴れですね。あしたの午後散歩に行きま
しょう」とＬさんに伝えた。

Ｌさん（70歳、男性）は、脳 塞（cerebral infarction）の後遺症で聴覚的理解
と視覚的理解の障害があるが、発語はできる。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

P45

P45
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2-13
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

1.

2.

3.

4.

2-14

かかりつけの医師から家族に対して予後は 1週間以内だろうという説明が
あった。

Ｈさん（92歳、女性）は、老衰が進行して寝たきり状態にある。

説明を受けて、このまま自宅で看取る方針が家族との間で合意された。

ここ 1か月間経口摂取はごく少量で著しくやせて、肺炎（pneumonia）も併発
している。

16

また、歩行が不安定となり、最近では尿意を我慢できず失禁がある。

生活は自立していて、毎朝近所の公園でラジオ体操に参加していた。

Ｄさん（80歳、男性）は一人暮らしである。

しかし、2か月ほど前から、物忘れとぼうっとする様子が見られるようになっ
た。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P46

P46

1.

2.

3.

4.



2-15
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

2-16

Ｇさん（30歳、女性）は、介護福祉職として介護老人福祉施設で働いてから１年
が経過した。

その後、気持ちの落ち込みがあり、仕事にも支障が出そうになった。

最近、初めて利用者の看取りを行なった。

その際、Ｇさんは無力感を経験した。

心配した息子が受診させたところ、アルツハイマー型認知症（dementia of 
the Alzheimer’s type）と診断された。

最近、鍋を焦がすことがあったり、買物をして家に帰れなくなったりすること
があった。

Ｍさん（71歳、女性）は、仕事を持つ息子と二人で生活している。

要介護認定で要介護 1 となり、訪問介護（ホームヘルプサービス）を利用するこ
とになった。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

P46

P46
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2-17
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

1.

2.

3.

4.

2-18

Ｍさん（７８歳、男性）は、一人暮らしをしている。

毎夕食の配食サービスと週２回の生活援助の訪問介護（ホームヘルプサービス）
を利用しているが、配食サービスのメニューにたびたび不満をもらしている。

ある日、訪問介護員（ホームヘルパー）が訪ねると、食事のほかに菓子パンや和菓
子などの空き袋が残っており、前日の薬をのみ忘れていた。

糖尿病性網膜症（diabetic retinopathy）があり、薬と食事でコントロールして
いる。

18

しかし、最近外出の回数が減った。

現在、歩行には問題がない。

友人が転んで大怪我をしたこともあり、「転びそうで怖い」と言っている。

Ｂさんは５年前、階段で転倒し、右大腿骨頭置換術を行なった。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P47

P47

1.

2.

3.

4.



2-19
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

2-20

施設の介護職は、Ｃさんが公共料金の支払いなどがうまくできず、つじつまの
合わない話をすることに気づいた。

そこで、自宅に戻ったときには、日常生活自立支援事業を利用したらどうかと、
助言した。

最近体が弱り、介護老人福祉施設に短期入所した。

Ｃさん（８０歳、女性）は、一人暮らしをしている。

しかし、普段はあまり電話しないような場所にかけるときは、メモを見て一つ
一つの数字を確認しながらでないと番号を間違えることが多い。

Ａさん（７３歳、男性）は、最近、電話番号が覚えられないとこぼすようになっ
た。

これらのことを心配して受診したが、認知症（dementia）ではないと言われた。

自宅へ電話をするときは間違えない。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

P47

P47
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2-21
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

1.

2.

3.

4.

2-22

このことを周知してください。

9月 5日より、14時～16時の間で整骨院での内部研修を受けて来ます。

そのため、毎週水曜日の午後は不在になります。

それに伴い、集団体操の実施が困難になります。

20

A氏は 12g / 日の塩分が必要です。

そのため、ご家族が梅干しなどを持って来られているそうです。

しかし、食事を全量食べられても、約 6g/ 日の塩分摂取しかできません。

どれだけ塩分摂取できているかを、施設と家族で共有できるように記録したい
とのことです。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P48

P48

1.

2.

3.

4.



2-23
最も適切な文章となるよう、1 ～４を並べなさい。

2-24

Ｓ氏の担当者会議がありました。

入浴は、可能な限り女性が対応してほしいとのことです。

その場合は、男性でもよいそうです。

ただし、男性スタッフしかいないときは、仕方がないと考えておられます。

すぐに答えられない場合は、他の職員や事務に情報を共有し、確実に質問者に
返答が行くようにしてください。

改めて「ご家族や面会者からの質問にはその日のうちに回答する」ということ
を徹底してください。

8月 26 日と 8月 28 日のＢ氏の服装が同じであったため、面会に来られたご
家族より「着替えをしていないのではないか？」と質問があったそうです。

そして、それを聞いた職員が「確認をします」と言ったまま返事がなかった、と
いう事例がありました。

最も適切な文章となるよう、1 ～４を並べなさい。

P48

P48

21
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2-25
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

1.

2.

3.

4.

2-26

本人様にはメモを渡してあります。

「9月 26日の 16時ごろに業者さんが補聴器の調整をしにそちらへ行きますの
で、母に伝えてください」とのことです。

加えて、もし何か聞かれたら上記の内容をお伝えください。

本日 9時ごろ娘さんより電話がありました。

22

はっきりわからないが、どこかで打っている様子だそうです。

Ｏ氏が眼科を受診しています。

また、赤みは徐々に引くとのことです。

さらに、明日から目薬を開始するそうです。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P49

P49

1.

2.

3.

4.



2-27
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

2-28

施設のものは高さが合っていませんが、構造上の問題とのことで、本人様は納
得されています。

そこで、業者さんからデモ機が到着するまでの間、施設のものを期間限定で貸
し出しています。

ただし、歩行状態や使用状況問に題がないか、観察をお願いいたします。

Ｅ氏より歩行器を使用したいとの訴えがありました。

最後に、オムツへ交換となります。

Ｇ様の寝る前の流れについてお知らせします。

まず、寝る前の薬を飲みます。

次に、ご自身で口腔ケアをされます。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

P49

P49
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2-29
最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

1.

2.

3.

4.

2-30

また、遠くて聞こえないという声もありました。

本日実施されたカラオケのレクリエーションについてです。

フロア別で再度実施することを検討していただくよう、お願いします。

参加者が多かったため、歌えなかった利用者がいたようです。

24

Ｃ氏に関する提案です。

これにより、ティッシュの大幅な消費が防げると思います。

Ｃ氏は食後にティッシュが目の前にあると、際限なく一箱分を消費してしまい
ます。

そこで、タイミングを見て、ティッシュ箱をＣ氏の目に入る範囲から外しては
どうでしょうか。

最も適切な文章となるよう、1～４を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P50

P50

1.

2.

3.

4.
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3-01
最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

1.

2.

3.

4.

5.

3-02

Ｄさんの家族は海外赴任中の息子家族だけだと、以前Ｄさんから話を聞いたこと
がある。

最近、Ｄさんは、「米が盗まれてしまって、夕飯が作れなくて困っている。米を貸し
てほしい」と、夕方、Ｅさんの家をたびたび訪ねるようになった。

Ｄさん（75歳、男性）は、介護福祉職のＥさんの近所に 3年前に引っ越してきた。

Ｅさんはその息子と一度も会ったことはない。

Ｄさんは引っ越してきた時から一人暮らしである。

26

2 か月前に転倒骨折で入院し、歩行訓練を経て施設に戻ってきたばかりである。

施設では、転倒の危険性に配慮して、車いすを使用している。

その結果、Ａさんは、入院以前よりも口数が少なくなり、元気がなくなった。

Ａさんが車いすから立ち上がろうとするたびに、介護福祉職が、「危ないから座っ
ていてくださいね」と声をかけるようにした。

Ａさん（86歳、男性）は、介護老人福祉施設に入所している。

最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P51

P51

1.
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3.

4.

5.



3-03
最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

3-04

夫の介護負担が軽くなるように、短期入所生活介護（ショートステイ）の利用を勧
めたが、夫は拒否した。

その後も、虐待は改善されなかった。

介護支援専門員（ケアマネジャー）から連絡を受けた地域包括支援センターの職
員がＣさんと夫に確認したところ、夫による暴力が原因であることがわかった。

ある日、介護福祉職が入浴介助をしている時、Ｃさんの体に複数のあざを見つけ
たため、介護支援専門員（ケアマネジャー）に報告した。

そこで、市町村のやむを得ない事由による措置により施設に入所することになっ
た。

そして、「お父さん聞いて…」と話しかける。

Ｌさんは、介護老人福祉施設に入所している 75歳の女性である。

その表情は不安そうである。

中等度のアルツハイマー型認知症（dementia of the Alzheimer’s type）と診
断されて、担当のＭ介護福祉職（男性）を、既に亡くなった自分の夫であると認識
している。

何か心配なことがあると、LさんはＭ介護福祉職を探す。

最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

P51

P51
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3-05
最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

3-06

Ｋ訪問介護員（ホームヘルパー）が訪問した時、Ｊさんは、Ｋ訪問介護員（ホームヘ
ルパー）が前日に準備した夕食を食べていなかった。

Ｊさん（78歳、女性）は、軽度の認知症（dementia）がある。

Ｊさんとの会話のあと、Ｋ訪問介護員（ホームヘルパー）が確認したところ、冷蔵
庫の中のお茶を飲んでいただけで、他には何も食べていない様子だった。

Ｊさんは、不安そうな表情で昨日から食卓にある料理を指さした。

そして、「これは私が食べていいの？」［これは誰のもの？」と、Ｋ訪問介護員（ホー
ムヘルパー）に尋ねてきた。

28

最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P52

P52

1.

2.

3.

4.

5.

もともと頑固で怒りやすい性格だが、ある日、訪問介護員（ホームヘルパー）が茶
碗を割ったのをきっかけに怒りを爆発させて、この訪問介護員（ホームヘルパー）
を代えるように娘に主張した。

Ｋさんのもとには訪問介護員（ホームヘルパー）が週 2回通っている。

Ｋさん（91歳、男性、要介護 1）は、65歳の娘と二人暮らしである。

娘は、それは難しいと説明した。

すると、「もういい、他人には自分の気持ちを理解できるはずがないから、どうせ
代わっても今と変わりはない」と話を打ち切ってしまった。

1.

2.

3.

4.

5.



1.

2.

3.

4.

5.

Ｂさんには持病があり、夫脳 塞（cerebral infarction）の後遺症による軽い右
片麻痺がある。

Ｂさん（87歳、女性）は夫（90歳）と二人暮らしである。

そのため、訪問介護（ホームヘルプサービス）を利用している。

ある日Ｂさんは、「この家で死にたいと思っていたけど、いつまで二人で暮らせる
か…」と打ち明けた。

Ｂさんと夫は苦労して手に入れた自宅に愛着を感じており、以前から、「死ぬなら
この家で」と話していた。

3-07
最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

3-08

それを知った別居の長男は、Ｂさんの買物に行く負担を軽くする方法はないかと
考えた。

Ｂさんは調理が好きで、時間がかかっても近所の商店街に歩いて出かけて自分で
食材を選んで作りたいと考えている。

そして、地域包括支援センターに相談した。

Ｂさん（78歳、女性）は要支援 2で、一人暮らしである。

変形性膝関節症（knee osteoarthritis）が進んで、歩行に時間がかかるように
なった。

最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

P52

P52
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3-09
最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

3-10

また、ここ 3か月で歩くのが遅くなり、歩幅が狭くなった。

息子の話によると、 1 年前から時々夜中に、「知らない人が窓のそばに立ってい
る」などと言うことがある。

歩幅が狭くなっても家事は続けているが、最近探し物が目立ち、料理の作り方が
わからないことがある。

Ｃさん（70歳、女性）は息子（35歳）と二人暮らしをしている。

以上のことから病院で検査を受けたが、頭部ＭＲＩでは脳 塞（cerebral 
infarction）や脳出血（cerebral hemorrhage）の指摘はなかった。

30

最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P53

P53

1.

2.

3.

4.

5.

訴えを聞き、医師は着脱と拭く行為には介助が必要だが、車いすから便座に移る
ことは可能であると判断した。

そのためおむつを着用しているが、「おむつは嫌」と自分の気持ちを訴えていた。

入所時のＥさんは、不自由でも、右手でベッド柵を掴んで起き上がることやベッ
ドの端に座ることはできたが、立位保持はできなかった。

Ｅさん（67歳、女性、要介護 3）は、1年前、くも膜下出血（subarachnoid 
hemorrhage）で倒れて、左片麻痺、体幹機能の低下が残った。

そこで排泄訓練を目的として介護老人保健施設に入所した。

1.

2.

3.

4.

5.



ある日、Ａさんの医療機関の受診が長びいた。

医師からは血糖のコントロール状態は良好であると言われている。

冷や汗もかいているようである。

Ｂ介護福祉職がＡさんに遅めの昼食をとってもらう準備をしていると、Ａさんが
「頭がふらふらする」と訴えた。

Ａさん（79歳、女性）は、介護老人福祉施設で生活している。糖尿病（diabetes 
mellitus）でインスリン治療が必要で、1日に一度、昼食後に自己注射をしてい
て、併せて毎食直前に血糖を下げる薬を内服している。

3-11
最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

3-12

Ｋさん（88歳、男性）は、妻（82歳）と二人暮らしであったが、5年前にアルツハイ
マー型認知症（dementia of the Alzheimer’s type）と診断された。

入居時は表情が険しく精神的に不安定で徘徊がたびたびみられた。

そのため、自宅での介護が困難で、半年前に認知症対応型共同生活介護（グループ
ホーム）に入居した。

1年ほど前から、会話がかみ合わなくなり、離れて暮らす一人息子のこともわか
らなくなり、「会社に行く」と外出して行方不明になることがあった。

しかし、事業所内で取り組んでいた回想法に参加すると、徘徊はみられなくなっ
てきた。

最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

P53

P53
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3-13
最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

3-14

また、Bさんは声が小さく、聞き取りにくい。

Ｂさんは、パーキンソン病（Parkinson disease）で、要介護 3である。

車いすを使用しているが、自分では移動できない。

しかし難聴はない。

ある日、食堂にいたＢさんが、10mほど離れた窓の方向を指さして何か言った
が、声が小さいため、少し離れた場所にいた介護福祉職には聞こえなかった。

32

最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P54

P54

1.

2.

3.

4.

5.

尿意はあり、1日の尿の回数も正常である。

退院後のＪさんは、なんとか立位がとれる状態である。

排泄は、ポータブルトイレを利用して、妻が介助している。

Ｊさんは、数か月前に肺炎（pneumonia）を起こして入院した。

炎症症状は消失したが、ＭＲＳＡ（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）を保菌した状
態で退院した。

1.

2.

3.

4.

5.



夏のある日、訪問介護員（ホームヘルパー）はＡさんを訪ねた。

Ａさん（78歳、女性）は、一人暮らしをしている。

尿について尋ねると、排尿回数も少なく、色もいつもより濃いと言っていた。

毎夕食の配食サービスと週 2回の訪問介護（ホームヘルプサービス）を利用して
いる。

するとＡさんの唇は乾燥しており、昨日からの水分摂取はお茶を 3杯（450ml 程
度）ということであった。

3-15
最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

3-16

そのため口臭が強くなってきており、他の利用者が会話を避けている。

最近、今までできていた食後の歯磨きができなくなってきている。

先日は孫からも「おばあちゃんのお口臭い」と言われていた。

Ｅさんは、アルツハイマー型認知症（dementia of the Alzheimer’s type）で
認知症対応型共同生活介護（グループホーム）に入居している。

孫の言葉に寂しそうな表情をしていたのを介護福祉職が見ている。

最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

P54

P54
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3-17
最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

3-18

Ｅさんは穏やかな性格である。

Ｅさん（88歳、女性）は、血管性認知症（vascular dementia）で左片麻痺がある。

しかし、夏の暑さが続いたとき、食事前の挨拶の後「こんなことはやらせないで」
と理由もなく急に泣きだすことがあった。

その性格から、認知症対応型共同生活介護（グループホーム）での役目として、食
事前の挨拶を担当している。

その後介護福祉職が受容的な態度で接していると、Ｅさんは笑顔で「ご苦労様」と
介護福祉職に声をかけるようになった。

34

最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P55

P55

1.

2.

3.

4.

5.

Ｂさんは昨日から元気がなく、食欲もなくて普段の半分も食べられない。

以前から食事中にむせることがあった。

Ｂさん（82歳、男性）は、脳 塞（cerebral infarction）の既往があり、右片麻痺
がある。

呼吸数は 1分間に 24回、体温は 37．4℃だった。

また、むせるだけでなく、半年前には、肺炎（pneumonia）で入院したこともあ
る。

1.

2.

3.

4.

5.



2 か月前、在宅中に大雨による土砂崩れで自宅の半分が埋まってしまった。

Ｇさん（84歳、女性）は、訪問介護（ホームヘルプサービス）を受けながら自宅で
一人で生活していた。

そのためＧさんは介護老人保健施設に入所した。

入所後のＧさんはイライラすることが多くなり、入眠障害が見られるようになっ
た。

また、夜間に突然覚醒し、大声で介護福祉職を呼ぶことがたびたびあった。

3-19
最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

3-20

心配した息子は、通所介護（デイサービス）を勧めた。

そのため、普段はテレビの前で過ごしていることが多い。

利用を拒むＭさんを見て、このままだと認知症（dementia）が悪化するのではな
いか、と息子の不安が大きくなっていた。

しかし、一人で通うことが不安で、Ｍさんは、利用を拒んでいた。

Ｍさんは、普段は訪問介護員（ホームヘルパー）と息子以外の人との接触はない。

最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

P55

P55
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3-21
最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

3-22

Ｅさん（80歳、男性）は、介護老人保健施設に入所して 3か月になる。

そこで、F介護福祉職は、Ｅさんの行動の意味やその背景にある気持ちを把握す
るために、Ｅさんの話を聞いた。

最近、夜間に大声で介護職員を呼び、介護職員が駆けつけると、「何でもない」と返
事をすることが繰り返されている。

Ｅさんは、「夜になって、1人でこれからのことを考えているとつらい気持ちに
なって、つい職員さんを呼んでしまうのです」

「でも職員さんが来てくれると、結局何も言えなくなってしまうのですよ。いつも
申し訳ないと思ってはいるのですが」と話した。

36

最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

文 の 並 べ 替 え

P56

P56

1.

2.

3.

4.

5.

4 年前から変形性膝関節症（knee osteoarthritis）が悪化して車いすの生活と
なり、自宅での生活が少しずつ困難になった。

Ａさん（70歳、女性）は、20年前に 2型糖尿病（diabetes mellitus, type2）を
発症して、8年前から血糖値の自己測定とインスリン（insulin）の自己注射を朝
食前に行っている。

入所後も、血糖値の自己測定とインスリン（insulin）の自己注射は介護福祉職の
見守りのもとに行っていて、空腹時血糖値は 120～150mg/dl でコントロール
されていた。

要介護 3と認定されて、2年前に介護老人福祉施設に入所した。

ある日の夜中に数回にわたって下痢便が見られ、起床時には嘔吐し、腹痛と発熱
が見られた。

1.

2.

3.

4.

5.



Ｊ介護福祉職は介護老人福祉施設で勤務して 1年目である。

そこで、Ｊ介護福祉職は自分の判断で衣服の整理を行った。

Ｊ介護福祉職にとっては初めての苦情であった。

担当利用者Ｋさんの家族が面会に来た時に、「衣服が散らかっているから整理し
てほしい」と言われた。

しかしその 1週間後、Ｋさんの家族から「まだ十分に整理できていない」と苦情
を受けた。

3-23
最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

3-24

食事以外に摂取している水分は、1日 200ml～300ml だという。

今日、通所リハビリテーションに来たＬさんは、提供された食事をほとんど食べ
ていない。

Ｌさん（83歳、女性）は誤嚥性肺炎（aspiration pneumonia）の既往があり、要
介護 2の判定を受けている。

週 2回、通所リハビリテーションを利用している。

摂取水分量を聞いてＬさんの手の甲の皮膚をつまむと、つまんだ形がそのまま
残った。

最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

P56

P56
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3-25
最も適切な文章となるよう、1～５を並べなさい。

38

文 の 並 べ 替 え

P57

訪問販売で 3か月間に高価な和服を次々に買っていて、Ｍさん名義の預金が
100万円近く減っているという。

Ｍさん（77歳、女性）は一人暮らしである。

半年前に転倒し、1か月間入院した。

ある朝、訪問介護事業所に、別居の長男から、「母が悪徳商法の被害に遭っている
ようです」と連絡があった。

退院後は自宅にこもるようになり、週 1回の訪問介護（ホームヘルプサービス）
を利用するようになった。

1.

2.

3.

4.

5.



39

正
解
と
解
説

1-01

1-02

1-03

1-04

9 月 4 日の皮膚科と眼科は 9 時に出発し、12 時に帰所する予定です。施設の
玄関から病院の玄関への往復の支援をお願いします。往復の支援をされる方
へお伝えしておきたいのですが、移動は福祉タクシースマイルで行います。

Ｙ氏が、ベッドマットのいつも座る部分がへたっていて、低くなっているのを
気にしておられます。そこで、反対側と向きを交換することはできます、と伝
えてあります。シーツ交換の折にマットの向き交換を頼まれるかもしれませ
んので、ご対応をよろしくお願いします。

Ｔ氏のご家族より、お菓子を預かりました。他の入居者のお菓子を置いてある
ところに置きます。ご確認ください。

美化委員会で決定したことをお知らせします。服薬コップは、毎週 1 回日曜
日にハイター消毒してください。また、ポータブルトイレのバケツ下も、尿を
破棄するときに綺麗にふいて、掃除をしてください。

正 解 と 解 説

１ ３ ２

3 2 1

2 1 3

3 2 1
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正 解 と 解 説

1-05

1-06

1-07

1-08

ボックスティッシュがありませんでした。そのため、5 個入りのパックを 6 階
から借りました。新しいものが届いたら、6 階に返却をお願いします。

Ｄ様が、9 月 21 日に散髪を希望されています。ご家族より代金を預かってい
ます。代金の保管場所は、事務所です。

外出レクリエーションを希望されている旨をご家族に話しました。ご家族は、
「ぜひお願いします」とのことです。あとでスタッフにお金を渡しますとおっ
しゃっていました。

トランスファーの際に、現在の車椅子が難しいと声が上がっています。そのた
め、ご家族に連絡を取りました。跳ね上げ式に変更可能か、問い合わせ中で
す。

２ ３ １

１ ２ ３

３ １ ２

２ １ ３
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1-09

1-10

1-11

1-12

9 月 23 日にシーツ交換が終わっています。ただし、A氏とＢ氏の枕カバーは
在庫がなかったため、交換できていません。届き次第、交換をお願いいたしま
す。

Ｎ氏についての共有事項です。毎食直前薬があります。配膳後でいいので、食
事を摂取する直前に提供をお願いします。

Ｋ氏は現在車椅子を使用していません。必要でなければ返却してもよいかと
思います。いかがでしょうか？

本日、Ｆ氏のご家族が面会に来られました。10 月 8 日に天気と本氏の体調が
よければ、一時帰宅をするそうです。この件は、ナースには報告済みです。

１ ３ ２

３ ２ １

２ ３ １

２ １ ３
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1-13

1-14

1-15

最近、風邪のご入居者樣が増えています。対策として、空調、衣服による温度
調整をしてください。加えて、水分摂取を心がけてください。

Ｙ氏より、義歯の前歯が取れたみたいと報告がありました。ご家族に報告し、
すえながデンタルクリニックに依頼してほしいと言われています。ナースと
事務所には報告済みです。

Ｓ氏の入浴についてです。午後の最後の順番だと拒否をする可能性が高いで
す。そのため、午前中か、午後の一番に入浴するようにしてください。

１ ３ ２

３ １ ２

２ １ ３
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2-01

2-02

2-03

2-04

Ｋさん（75歳、女性）は脳 塞（cerebral infarction）を発症して、1か月間入
院した後、介護老人保健施設に入所した。Ｋさんは重度の運動性失語症
（motoraphasia）であった。そのため、自分から話すことはなかった。ところ
が入所して 2か月ほど過ぎた頃、Ｋさんは、少しずつ言葉が話せるようになっ
た。

Ｃさん（87歳、女性）は、「財布がなくなった .、誰かに盗られた」と訴えるように
なった。夫が盗られていないことを説明しても受け入れなかった。心配した夫
に連れられて受診すると、アルツハイマー型認知症（dementia of the 
Alzheimer’s type）と診断された。その後、認知症（dementia）の進行に伴っ
て夫の介護負担が増えたので、通所介護（デイサービス）を利用することになっ
た。

Ｈさんは看護師として長年勤め、退職時は看護部長であった。そんなHさんは
日頃から、介護福祉職に苦情を言い、周りの利用者とのトラブルも絶えない。特
に日中の入浴に関しては、拒否が強い。「私は仕事があるから、夜に一人でお風
呂に入りたい」という訴えが続いている。

Ａさん（97歳、女性）は、介護老人福祉施設に入所している。Aさんは最近、衰弱
が進んで水も飲めなくなり、「もう、逝ってもいいんだけどね」とつぶやくこと
が増えた。ある日、夜勤の介護福祉職がＡさんの様子を確認しようとベッドに
近づくと、Ａさんは目を開けた。そして、「お迎えはまだかしらね」と穏やかな顔
で言った。

３ １ ２ ４

２ ４ １ ３

１ ４ ２ ３

２ １ ３ ４
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正 解 と 解 説

2-05

2-06

2-07

2-08

Ｌさん（84歳、男性、要介護 4）は、自宅で妻と暮らしている。数日前から妻が体
調を崩しているため、短期入所生活介護（ショートステイ）を利用することに
なった。利用初日に、介護福祉職が身体の確認をするために着替えを行ったと
ころ、Ｌさんの腋窩と腹部に赤い丘疹が見られ、一部に小水疱を伴っていた。強
いかゆみを訴えており、手指間には灰白色の線が見られる。

Ｍさん（89歳、女性）は、加齢に伴う両下肢の筋力低下がある。そのため立位保
持ができなくて、日中ベッドで臥床して過ごすことが多い。ベッドから車いすへ
の移乗は一部介助が必要である。しかし、車いすは自分で操作できる。

Ｈさん（90歳、男性）は、介護老人福祉施設に入所中である。Hさんは普段、呼
吸困難はない。ある日、Ｈさんがベッドに臥床しているときに、痰が口腔内にた
まってきた。そこで、介護福祉士は医師の指示どおりに痰の吸引を行うことに
した。

Ｇさん（70歳、男性）は、双極性感情障害（bipolar affective disorder）があ
る。そのため、入退院を何度も繰り返してきた。最近、様々な考えがつながりも
なく浮かんで多弁になる躁状態になった。そして、訪問介護（ホームヘルプサー
ビス）に来たＨ介護福祉職にも次々に話しかけてきた。

４ ２ ３ １

１ ４ ２ ３

１ ２ ４ ３

４ ２ １ ３
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2-09

2-10

2-11

2-12

Ｊさん（82歳、女性）は、認知症対応型共同生活介護（グループホーム）で暮らし
ている。Ｊさんは朝食を済ませていたが、また朝食の準備を始めた。それを見た
他の利用者が「さっき食べたでしょう」と言った。すると、Ｊさんは「まだです。今
起きたばかりです」と答えた。

Ｋさん（72歳、女性）は、アルツハイマー型認知症（dementia of the
Alzheimer’s type）である。認知症対応型共同生活介護（グループホーム）で
暮らしているが、いつも「夫に迷惑をかけて申し訳ない」と言っている。ある日、
面会に来た夫に対して、Ｋさんは「いつもお世話様です」と挨拶した。誰なのか
分からないので、不安そうな様子であった。

Ｌさん（70歳、男性）は、脳 塞（cerebral infarction）の後遺症で聴覚的理解
と視覚的理解の障害があるが、発語はできる。日常会話で使用する単語は理解
できるが、うまくコミュニケーションをとれないことが多い。ある日の夜、介護
福祉職が「あしたは晴れですね。あしたの午後散歩に行きましょう」とＬさんに
伝えた。しかし、Ｌさんは話の内容が分からない様子である。

Ｂさん（86歳、女性）は、介護老人福祉施設で生活している。脳 塞（cerebral 
infarction）の後遺症で左片麻痺があり、最近は筋力の低下が目立っている。こ
うした状態のＢさんは日中はポータブルトイレ、夜間は紙おむつを使用してい
る。Ｂさんの使用しているポータブルトイレは木製の背もたれと肘かけがつい
ているタイプである。

３ １ ４ ２

１ ３ ４ ２

４ １ ３ ２

２ ３ １ ４
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2-13

2-14

2-15

2-16

Ｄさん（80歳、男性）は一人暮らしである。生活は自立していて、毎朝近所の公
園でラジオ体操に参加していた。しかし、2か月ほど前から、物忘れとぼうっと
する様子が見られるようになった。また、歩行が不安定となり、最近では尿意を
我慢できず失禁がある。

Ｈさん（92歳、女性）は、老衰が進行して寝たきり状態にある。ここ 1か月間経
口摂取はごく少量で著しくやせて、肺炎（pneumonia）も併発している。かかり
つけの医師から家族に対して予後は 1週間以内だろうという説明があった。説
明を受けて、このまま自宅で看取る方針が家族との間で合意された。

Ｍさん（71歳、女性）は、仕事を持つ息子と二人で生活している。最近、鍋を焦
がすことがあったり、買物をして家に帰れなくなったりすることがあった。心配
した息子が受診させたところ、アルツハイマー型認知症（dementia of the 
Alzheimer’s type）と診断された。要介護認定で要介護 1 となり、訪問介護
（ホームヘルプサービス）を利用することになった。

Ｇさん（30歳、女性）は、介護福祉職として介護老人福祉施設で働いてから 1
年が経過した。最近、初めて利用者の看取りを行なった。その際、Ｇさんは無力
感を経験した。その後、気持ちの落ち込みがあり、仕事にも支障が出そうになっ
た。

３ ２ ４ １

２ ４ １ ３

３ ２ １ ４

１ ３ ４ ２
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2-17

2-18

2-19

2-20

Ｂさんは 5年前、階段で転倒し、右大腿骨頭置換術を行なった。現在、歩行には
問題がない。しかし、最近外出の回数が減った。友人が転んで大怪我をしたこと
もあり、「転びそうで怖い」と言っている。

Ｍさん（78歳、男性）は、一人暮らしをしている。糖尿病性網膜症（diabetic 
retinopathy）があり、薬と食事でコントロールしている。毎夕食の配食サービ
スと週 2回の生活援助の訪問介護（ホームヘルプサービス）を利用しているが、
配食サービスのメニューにたびたび不満をもらしている。ある日、訪問介護員
（ホームヘルパー）が訪ねると、食事のほかに菓子パンや和菓子などの空き袋が
残っており、前日の薬をのみ忘れていた。

Ａさん（73歳、男性）は、最近、電話番号が覚えられないとこぼすようになった。
自宅へ電話をするときは間違えない。しかし、普段はあまり電話しないような
場所にかけるときは、メモを見て一つ一つの数字を確認しながらでないと番号
を間違えることが多い。これらのことを心配して受診したが、認知症
（dementia）ではないと言われた。

Ｃさん（80歳、女性）は、一人暮らしをしている。最近体が弱り、介護老人福祉施
設に短期入所した。施設の介護職は、Ｃさんが公共料金の支払いなどがうまく
できず、つじつまの合わない話をすることに気づいた。そこで、自宅に戻ったと
きには、日常生活自立支援事業を利用したらどうかと、助言した。

４ ２ １ ３

１ ４ ２ ３

２ ４ １ ３

４ ３ １ ２
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2-21

2-22

2-23

2-24

A氏は 12g / 日の塩分が必要です。しかし、食事を全量食べられても、約 6g/
日の塩分摂取しかできません。そのため、ご家族が梅干しなどを持って来られ
ているそうです。どれだけ塩分摂取できているかを、施設と家族で共有できる
ように記録したいとのことです。

9月 5日より、14時～16時の間で整骨院での内部研修を受けて来ます。その
ため、毎週水曜日の午後は不在になります。それに伴い、集団体操の実施が困難
になります。このことを周知してください。

8月 26日と 8月 28日のＢ氏の服装が同じであったため、面会に来られたご
家族より「着替えをしていないのではないか？」と質問があったそうです。そし
て、それを聞いた職員が「確認をします」と言ったまま返事がなかった、という
事例がありました。改めて「ご家族や面会者からの質問にはその日のうちに回
答する」ということを徹底してください。すぐに答えられない場合は、他の職員
や事務に情報を共有し、確実に質問者に返答が行くようにしてください。

Ｓ氏の担当者会議がありました。入浴は、可能な限り女性が対応してほしいとの
ことです。ただし、男性スタッフしかいないときは、仕方がないと考えておられ
ます。その場合は、男性でもよいそうです。

1 3 2 4

2 3 4 1

3 4 2 1

1 2 4 3
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2-25

2-26

2-27

2-28

Ｏ氏が眼科を受診しています。はっきりわからないが、どこかで打っている様子
だそうです。また、赤みは徐々に引くとのことです。さらに、明日から目薬を開
始するそうです。

本日 9時ごろ娘さんより電話がありました。「9月 26日の 16時ごろに業者さ
んが補聴器の調整をしにそちらへ行きますので、母に伝えてください」とのこ
とです。本人様にはメモを渡してあります。加えて、もし何か聞かれたら上記の
内容をお伝えください。

Ｇ様の寝る前の流れについてお知らせします。まず、寝る前の薬を飲みます。次
に、ご自身で口腔ケアをされます。最後に、オムツへ交換となります。

Ｅ氏より歩行器を使用したいとの訴えがありました。そこで、業者さんからデモ
機が到着するまでの間、施設のものを期間限定で貸し出しています。施設のも
のは高さが合っていませんが、構造上の問題とのことで、本人様は納得されて
います。ただし、歩行状態や使用状況に問題がないか、観察をお願いいたしま
す。

2 1 3 4

4 2 1 ３

2 3 4 1

4 2 1 3



50

正 解 と 解 説

2-29

2-30

Ｃ氏に関する提案です。Ｃ氏は食後にティッシュが目の前にあると、際限なく一
箱分を消費してしまいます。そこで、タイミングを見て、ティッシュ箱をＣ氏の目
に入る範囲から外してはどうでしょうか。これにより、ティッシュの大幅な消費
が防げると思います。

本日実施されたカラオケのレクリエーションについてです。参加者が多かった
ため、歌えなかった人がいたようです。また、遠くて聞こえないという声もあり
ました。フロア別で再度実施することを検討していただくよう、お願いします。

１ ３ ４ ２

２ ４ １ ３
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3-01

3-02

3-03

3-04

Ａさん（86歳、男性）は、介護老人福祉施設に入所している。2か月前に転倒骨折で入
院し、歩行訓練を経て施設に戻ってきたばかりである。施設では、転倒の危険性に配慮
して、車いすを使用している。Ａさんが車いすから立ち上がろうとするたびに、介護福
祉職が、「危ないから座っていてくださいね」と声をかけるようにした。その結果、Ａさ
んは、入院以前よりも口数が少なくなり、元気がなくなった。

Ｄさん（75歳、男性）は、介護福祉職のＥさんの近所に 3年前に引っ越してきた。Ｄさ
んは引っ越してきた時から一人暮らしである。最近、Ｄさんは、「米が盗まれてしまっ
て、夕飯が作れなくて困っている。米を貸してほしい」と、夕方、Ｅさんの家をたびたび
訪ねるようになった。Ｄさんの家族は海外赴任中の息子家族だけだと、以前Ｄさんか
ら話を聞いたことがある。Ｅさんはその息子と一度も会ったことはない。

Ｌさんは、介護老人福祉施設に入所している 75歳の女性である。中等度のアルツハイ
マー型認知症（dementia of the Alzheimer’s type）と診断されて、担当のＭ介護
福祉職（男性）を、既に亡くなった自分の夫であると認識している。何か心配なことが
あると、LさんはＭ介護福祉職を探す。そして、「お父さん聞いて…」と話しかける。そ
の表情は不安そうである。

ある日、介護福祉職が入浴介助をしている時、Ｃさんの体に複数のあざを見つけたた
め、介護支援専門員（ケアマネジャー）に報告した。介護支援専門員（ケアマネジャー）
から連絡を受けた地域包括支援センターの職員がＣさんと夫に確認したところ、夫に
よる暴力が原因であることがわかった。夫の介護負担が軽くなるように、短期入所生
活介護（ショートステイ）の利用を勧めたが、夫は拒否した。その後も、虐待は改善され
なかった。そこで、市町村のやむを得ない事由による措置により施設に入所すること
になった。

5 1 2 4 3

3 5 2 1 4

2 4 5 1 3

4 3 1 2 5
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3-05

3-06

3-07

3-08

Ｋさん（91歳、男性、要介護 1）は、65歳の娘と二人暮らしである。Kさんのもとには
訪問介護員（ホームヘルパー）が週 2回通っている。もともと頑固で怒りやすい性格だ
が、ある日、訪問介護員（ホームヘルパー）が茶碗を割ったのをきっかけに怒りを爆発
させて、この訪問介護員（ホームヘルパー）を代えるように娘に主張した。娘は、それは
難しいと説明した。すると、「もういい、他人には自分の気持ちを理解できるはずがな
いから、どうせ代わっても今と変わりはない」と話を打ち切ってしまった。

Ｊさん（78歳、女性）は、軽度の認知症（dementia）がある。Ｋ訪問介護員（ホームヘル
パー）が訪問した時、Ｊさんは、Ｋ訪問介護員（ホームヘルパー）が前日に準備した夕食
を食べていなかった。Ｊさんは、不安そうな表情で昨日から食卓にある料理を指さし
た。そして、「これは私が食べていいの？」「これは誰のもの？」と、Ｋ訪問介護員（ホー
ムヘルパー）に尋ねてきた。Jさんとの会話のあと、Ｋ訪問介護員（ホームヘルパー）が
確認したところ、冷蔵庫の中のお茶を飲んでいただけで、他には何も食べていない様
子だった。

Ｂさん（87歳、女性）は夫（90歳）と二人暮らしである。Ｂさんには持病があり、夫脳
塞（cerebral infarction）の後遺症による軽い右片麻痺がある。そのため、訪問介護
（ホームヘルプサービス）を利用している。Ｂさんと夫は苦労して手に入れた自宅に愛
着を感じており、以前から、「死ぬならこの家で」と話していた。ある日Ｂさんは、「この
家で死にたいと思っていたけど、いつまで二人で暮らせるか…」と打ち明けた。

Ｂさん（78歳、女性）は要支援 2で、一人暮らしである。変形性膝関節症（knee 
osteoarthritis）が進んで、歩行に時間がかかるようになった。Ｂさんは調理が好き
で、時間がかかっても近所の商店街に歩いて出かけて自分で食材を選んで作りたいと
考えている。それを知った別居の長男は、Ｂさんの買物に行く負担を軽くする方法は
ないかと考えた。そして、地域包括支援センターに相談した。
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3-10

3-11

3-12

Ｅさん（67歳、女性、要介護 3）は、1年前、くも膜下出血（subarachnoid 
hemorrhage）で倒れて、左片麻痺、体幹機能の低下が残った。そこで排泄訓練を目的
として介護老人保健施設に入所した。入所時のＥさんは、不自由でも、右手でベッド柵
を掴んで起き上がることやベッドの端に座ることはできたが、立位保持はできなかっ
た。そのためおむつを着用しているが、「おむつは嫌」と自分の気持ちを訴えていた。訴
えを聞き、医師は着脱と拭く行為には介助が必要だが、車いすから便座に移ることは
可能であると判断した。

Ｃさん（70歳、女性）は息子（35歳）と二人暮らしをしている。息子の話によると、 1
年前から時々夜中に、「知らない人が窓のそばに立っている」などと言うことがある。
また、ここ 3か月で歩くのが遅くなり、歩幅が狭くなった。歩幅が狭くなっても家事は
続けているが、最近探し物が目立ち、料理の作り方がわからないことがある。以上のこ
とから病院で検査を受けたが、頭部ＭＲＩでは脳 塞（cerebral infarction）や脳出血
（cerebral hemorrhage）の指摘はなかった。

Ａさん（79歳、女性）は、介護老人福祉施設で生活している。糖尿病（diabetes
mellitus）でインスリン治療が必要で、1日に一度、昼食後に自己注射をしていて、併
せて毎食直前に血糖を下げる薬を内服している。医師からは血糖のコントロール状態
は良好であると言われている。ある日、Ａさんの医療機関の受診が長びいた。Ｂ介護福
祉職がＡさんに遅めの昼食をとってもらう準備をしていると、Ａさんが「頭がふらふら
する」と訴えた。冷や汗もかいているようである。

Ｋさん（88歳、男性）は、妻（82歳）と二人暮らしであったが、5年前にアルツハイマー
型認知症（dementia of the Alzheimer’s type）と診断された。1年ほど前から、
会話がかみ合わなくなり、離れて暮らす一人息子のこともわからなくなり、「会社に行
く」と外出して行方不明になることがあった。そのため、自宅での介護が困難で、半年
前に認知症対応型共同生活介護（グループホーム）に入居した。入居時は表情が険しく
精神的に不安定で徘徊がたびたびみられた。しかし、事業所内で取り組んでいた回想
法に参加すると、徘徊はみられなくなってきた。
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Ｊさんは、数か月前に肺炎（pneumonia）を起こして入院した。炎症症状は消失した
が、ＭＲＳＡ（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）を保菌した状態で退院した。退院後のＪ
さんは、なんとか立位がとれる状態である。排泄は、ポータブルトイレを利用して、妻
が介助している。尿意はあり、1日の尿の回数も正常である。

Ｂさんは、パーキンソン病（Parkinson disease）で、要介護 3である。車いすを使用
しているが、自分では移動できない。また、Bさんは声が小さく、聞き取りにくい。しか
し難聴はない。ある日、食堂にいたＢさんが、10mほど離れた窓の方向を指さして何
か言ったが、声が小さいため、少し離れた場所にいた介護福祉職には聞こえなかっ
た。

Ａさん（78歳、女性）は、一人暮らしをしている。毎夕食の配食サービスと週 2回の訪
問介護（ホームヘルプサービス）を利用している。夏のある日、訪問介護員（ホームヘル
パー）はＡさんを訪ねた。するとＡさんの唇は乾燥しており、昨日からの水分摂取はお
茶を 3杯（450ml 程度）ということであった。尿について尋ねると、排尿回数も少な
く、色もいつもより濃いと言っていた。

Ｅさんは、アルツハイマー型認知症（dementia of the Alzheimer’s type）で認知
症対応型共同生活介護（グループホーム）に入居している。最近、今までできていた食
後の歯磨きができなくなってきている。そのため口臭が強くなってきており、他の利
用者が会話を避けている。先日は孫からも「おばあちゃんのお口臭い」と言われてい
た。孫の言葉に寂しそうな表情をしているのを介護福祉職が見ている。
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Ｂさん（82歳、男性）は、脳 塞（cerebral infarction）の既往があり、右片麻痺があ
る。以前から食事中にむせることがあった。また、むせるだけでなく、半年前には、肺炎
（pneumonia）で入院したこともある。Ｂさんは昨日から元気がなく、食欲もなくて普
段の半分も食べられない。呼吸数は 1分間に 24回、体温は 37．4℃だった。

Ｅさん（88歳、女性）は、血管性認知症（vascular dementia）で左片麻痺がある。Ｅさ
んは穏やかな性格である。その性格から、認知症対応型共同生活介護（グループホー
ム）での役目として、食事前の挨拶を担当している。しかし、夏の暑さが続いたとき、食
事前の挨拶の後「こんなことはやらせないで」と理由もなく急に泣きだすことがあっ
た。その後介護福祉職が受容的な態度で接していると、Ｅさんは笑顔で「ご苦労様」と
介護福祉職に声をかけるようになった。

Ｇさん（84歳、女性）は、訪問介護（ホームヘルプサービス）を受けながら自宅で一人で
生活していた。 2 か月前、在宅中に大雨による土砂崩れで自宅の半分が埋まってし
まった。そのためＧさんは介護老人保健施設に入所した。入所後のＧさんはイライラ
することが多くなり、入眠障害が見られるようになった。また、夜間に突然覚醒し、大
声で介護福祉職を呼ぶことがたびたびあった。

Ｍさんは、普段は訪問介護員（ホームヘルパー）と息子以外の人との接触はない。その
ため、普段はテレビの前で過ごしていることが多い。心配した息子は、通所介護（デイ
サービス）を勧めた。しかし、一人で通うことが不安で、Ｍさんは、利用を拒んでいた。
利用を拒むＭさんを見て、このままだと認知症（dementia）が悪化するのではない
か、と息子の不安が大きくなっていた。
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Ａさん（70歳、女性）は、20年前に 2型糖尿病（diabetes mellitus, type2）を発症
して、8年前から血糖値の自己測定とインスリン（insulin）の自己注射を朝食前に行っ
ている。 4 年前から変形性膝関節症（knee osteoarthritis）が悪化して車いすの生
活となり、自宅での生活が少しずつ困難になった。要介護 3と認定されて、2年前に介
護老人福祉施設に入所した。入所後も、血糖値の自己測定とインスリン（insulin）の自
己注射は介護福祉職の見守りのもとに行っていて、空腹時血糖値は 120～150mg/dl
でコントロールされていた。ある日の夜中に数回にわたって下痢便が見られ、起床時
には嘔吐し、腹痛と発熱が見られた。

Ｅさん（80歳、男性）は、介護老人保健施設に入所して 3か月になる。最近、夜間に大声
で介護職員を呼び、介護職員が駆けつけると、「何でもない」と返事をすることが繰り
返されている。そこで、F介護福祉職は、Ｅさんの行動の意味やその背景にある気持ち
を把握するために、Ｅさんの話を聞いた。Ｅさんは、「夜になって、1人でこれからのこ
とを考えているとつらい気持ちになって、つい職員さんを呼んでしまうのです」「でも
職員さんが来てくれると、結局何も言えなくなってしまうのですよ。いつも申し訳ない
と思ってはいるのですが」と話した。

Ｊ介護福祉職は介護老人福祉施設で勤務して 1年目である。担当利用者Ｋさんの家族
が面会に来た時に、「衣服が散らかっているから整理してほしい」と言われた。そこで、
Ｊ介護福祉職は自分の判断で衣服の整理を行った。しかしその 1週間後、Ｋさんの家
族から「まだ十分に整理できていない」と苦情を受けた。Ｊ介護福祉職にとっては初め
ての苦情であった。

Ｌさん（83歳、女性）は誤嚥性肺炎（aspiration pneumonia）の既往があり、要介護
2の判定を受けている。週 2回、通所リハビリテーションを利用している。今日、通所
リハビリテーションに来たＬさんは、提供された食事をほとんど食べていない。食事
以外に摂取している水分は、1日 200ml～300ml だという。摂取水分量を聞いてＬさ
んの手の甲の皮膚をつまむと、つまんだ形がそのまま残った。
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Ｍさん（77歳、女性）は一人暮らしである。半年前に転倒し、1か月間入院した。退院後
は自宅にこもるようになり、週 1回の訪問介護（ホームヘルプサービス）を利用するよ
うになった。ある朝、訪問介護事業所に、別居の長男から、「母が悪徳商法の被害に遭っ
ているようです」と連絡があった。訪問販売で 3か月間に高価な和服を次々に買って
いて、Ｍさん名義の預金が 100万円近く減っているという。
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